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第 1章  本 研 究 の 背 景 と 目 的  

 

第 1節  身 体 所 有 感 の 生 起 プ ロ セ ス  

「この身体はまさに自分のものである」という感覚を身体所有感とい

う  (G a l l a gh e r,  20 00 ;  嶋田  202 2 )。身体所有感は通常，自分の身体に感じ

る感覚  (以降，自己身体の所有感と表記 )  であるが，実験的な操作によ

り自分の身体以外の対象物  (例：ゴムの手や仮想現実内の身体の全身 )  

に身体所有感が生起する身体錯覚現象が知られており，ラバーハンド錯

覚 や フ ル ボ デ ィ 錯 覚 と も 呼 ば れ て い る  (B o t v in ic k  & C o hen ,  199 8 ;  

L eng gen ha ge r  e t  a l . ,  2 007 )。これらの身体錯覚現象は視認できる対象物と，

視認できない自分の身体が時空間的に同期して撫でられることで誘発さ

れる  (B o tv i n i ck  &  C ohe n ,  19 98 )。同期した視触覚刺激を受け，自分の身

体からの触覚が，視認できるゴムの手などの対象物からの感覚として統

合されることで，身体錯覚現象が生起すると考えられている  (C o s t an t in i ,  

2014 ;  Sh i ma da ,  20 22 )。このように，身体錯覚現象は多感覚刺激といった

ボ ト ム ア ッ プ 要 因 の 統 合 に よ り 生 起 す る と さ れ て お り  (B o tv i n ick  & 

C ohe n ,  1 998 ;  L ong o  e t  a l . ,  20 08 )，視触覚刺激が同期する条件と同期しな

い条件の差が錯覚生起量として操作的に定義されている  (K i l t e n i  e t  a l . ,  

2015 ;  C ho i  e t  a l . ,  201 6 )。身体錯覚現象と自己身体の所有感とは，身体所

有感が感じられる対象が異なるが，身体錯覚現象の生起プロセスについ

ての知見は，自己身体の所有感の生起プロセスも説明するものとして捉

えられており，多感覚統合が自己身体の所有感を生起させると考えられ

ている  (C os t an t in i ,  2014 ;  横澤他 ,  2 020 )。  

  



第 2 節  身 体 錯 覚 現 象 に お け る ト ッ プ ダ ウ ン 認 識  

 多感覚統合によって生起する身体錯覚現象は，対象物への信念や知識

に基づくトップダウンの認識によって調整されることが示唆されている。

Tsak i r i s  &  H agg a rd  ( 2005 )  は，錯覚の対象として木の棒を用いて視覚刺

激と触覚刺激を呈示した結果，木の棒では錯覚が生起しなかったことを

報告している。このことから， Ts ak i r i s  &  H a gg a r d  (2 00 5 )  は視覚触覚刺

激といったボトムアップ要因の統合によって引き起こされる身体錯覚現

象が，木の棒は自分の手ではないというトップダウンの認識によって阻

害されたと解釈している。  

 しかしながら，このトップダウン認識の身体錯覚現象への影響は実証

されているとは言えない。 Tsa k i r i s  &  H a gga rd  (20 05 )  の結果は対象物と

して木の棒が用いられていることで，自分の手の撫でられている位置と

木の棒の撫でられている位置との空間的な対応づけが困難となり，同期

した視覚触覚刺激として機能していなかった可能性も考えられる。身体

錯覚現象へのトップダウン認識の影響を明らかにするためには， 視触覚

刺激による同期と非同期の操作に影響しない独立した要因として対象物

へのトップダウンの認識を操作して検討する必要がある。  

そこで本研究では一つ目の目的として，身体錯覚現象に対象物へのト

ップダウン認識が影響することを明らかにする。対象物へのトップダウ

ン認識の操作は教示  (例 :  目の前の対象物を自分の身体だと思ってくだ

さい )  により行い，トップダウンに対象物を自己の身体である，もしく

は自己の身体ではない，と思わせることによる身体錯覚現象への影響を

検討する。  

 

 



第 3 節  否 定 的 な ト ッ プ ダ ウ ン 認 識 に よ っ て 慢 性 化 す る 離 人 症 者 の 自 己

身 体 の 所 有 感 の 感 じ に く さ  

 自己身体の所有感へのトップダウン認識の影響については，離人症の

事例研究から，自分の身体だと認識していても，その身体に否定的な認

識を持っていると自己身体の所有感を感じにくくなる可能性が示唆され

ている  (H un te r  e t  a l . ,  200 3 )。離人症とは，自分を観察者視点で見ている

といった，自分自身の身体などに対して自己が切り離されたかのような

体験  (離人感 )  を持続的または反復的に体験する精神疾患の一つであり，

自己身体の所有感の欠如を主な症状として持つ。また一時的な離人感は

健常者にも広く認められている  (A m er i c an  P syc h ia t r i c  A s soc i a t i on ,  201 3 ;  

S i e r r a  & D av i d ,  2011 )。 H un t e r  e t  a l .  ( 2 00 3 )  は離人症者を対象とした事例

研究のレビューにおいて，離人症者が一時的に生じる離人感について，

脳に永続的な損傷がある，死が迫っている，といった誤った信念をもつ

ことで，症状の慢性化をもたらすと述べている。このことは離人感とい

う身体症状を呈する自分の身体を，否定的な対象としてトップダウンに

認識することで自己身体の所有感の感じにくさが慢性化している可能性

を示唆している。  

しかし，離人症と自己身体へのトップダウン認識による自己身体の所

有感の生起との関連は事例研究から導き出された解釈であり，実証され

ているわけではない。また，身体症状を呈する自己身体を否定的な対象

としてトップダウンに認識することが，自己身体の所有感を感じにくく

する，という点についても実証されているわけではない。  

そこで本研究では，二つ目の目的として，離人症傾向と，対象物を自

己の身体とトップダウンに認識させた際の身体錯覚現象との関連を明ら

かにする。また，三つ目の目的として，対象物を否定的な身体症状を呈



する自己の身体としてトップダウンに認識することによる身体錯覚現象

への影響も明らかにする。先述のように，身体錯覚現象と自己身体の所

有感とは，身体所有感の生起対象が異なる。しかし，本研究においても

従来の先行研究  (C o s tan t i n i ,  2 014 ;  横澤他 ,  2 020 )  と同様に，身体錯覚現

象の生起プロセスの検討を通して，自己身体の所有感の生起プロセスへ

の示唆が得られるものと捉え，事例研究から指摘されている自己身体の

所有感とトップダウンの認識との関連について，身体錯覚現象を通して

検討する。  

 

第 4 節  本 研 究 の 目 的  

 本研究の目的は対象物へのトップダウン認識を操作し，身体錯覚の生

起を検討することで，トップダウン認識が身体錯覚現象に与える影響を

明らかにすることである。より具体的には， ( 1 )  身体錯覚現象にトップ

ダウン認識が影響するのか， (2 )  離人症傾向と，対象物を自己の身体と

トップダウンに認識させた際の身体錯覚現象とが関連するのか， ( 3 )  対

象物を否定的な身体症状を呈する自己の身体としてトップダウンに認識

することで身体錯覚現象が阻害されるのか，といった三つの検討点につ

いて明らかにする。  

離 人 症 に お け る 自 己 身 体 の 所 有 感 の 欠 如 は 全 身 で 生 起 す る こ と か ら  

(S ie r r a ,  200 9 )，本研究では身体錯覚現象の内，ラバーバンド錯覚ではな

くフルボディ錯覚の手続きを用いる。また，可能な限り視覚情報といっ

たボトムアップ要因の影響を統制するために，参加者間で同一の実験環

境を構築できる仮想現実  (Vi r tu a l  R e a l i t y,  以降 V R と表記 )  環境で実験

を行う。錯覚を引き起こす対象物は V R 上で呈示する仮想身体の全身を

用いる。仮想身体へのトップダウン認識の操作には Su i  e t  a l .  ( 20 12 )  の



自己優先効果研究で用いられた教示を適用する。Su i  e t  a l .  ( 20 12 )  やその

後の複数の研究から，図形と「自己」や「他者」といった社会的ラベル

とを関連付けることを参加者に教示をすることで，図形と社会的ラベル

のマッチングといった知覚的判断にも自己関連付けの効果が及ぶことが

繰り返し確認されている  (Su i  e t  a l . ,  201 3 ;  Woź n iak  & K n ob l i c h ,  202 2 )。  

本研究の目的を検討するにあたって予め確認するべき点が二 つある。

一つ目は本実験環境におけるフルボディ錯覚の生起を測定する指標の確

認である。フルボディ錯覚の生起の指標は複数報告されているが，先行

研究間で錯覚を生起させる環境は，現実の環境と V R 環境，また仮想身

体の頭部に視点の起点がある一人称視点と仮想身体を背後から観察する

三人称視点と様々であり，使用される錯覚生起指標も錯覚質問紙や皮膚

電気反応，皮膚温度，ドリフト距離など様々である  (P e t ko va  &  E h rs s on ,  

2008 ;  L en gge nh age r  e t  a l . ,  2 009 ;  Sa lo mo n  e t  a l . ,  20 13 ;  N ak u l  e t  a l . ,  2 02 0 )。

しかしながら，実験環境に関わらず全ての指標で錯覚の生起が確認され

ているわけではない。そのため本研究の目的であるフルボディ錯覚への

トップダウン認識の影響を検討する前に，本研究を実施する V R  を用い

た三人称視点の実験環境において，錯覚の生起を検出するために有効な

指標を事前に確認しておくことが望まれる。  

二つ目はトップダウン認識の操作，すなわち仮想身体への自己関連付

け教示が，離人症傾向の程度に関わらず可能かどうかの確認である。離

人症者は自分が見たり触れたりといった，知覚や身体体験を，自分のも

のとして捉えられないと感じている  (A n an th asw a m y,  2 015  藤井訳  2 018 )。

このことから離人症者は自己に関する情報処理が変質しており，本研究

で用いる自己関連教示が有効でない可能性が考えられる。離人症傾向と

仮想身体を自己身体とトップダウンに認識することによるフルボディ錯



覚との関連を検討するためには，この点を確認する必要がある。  

本研究の構成は以下の通りである。研究 1 において，フルボディ錯覚

の生起を測定する指標の確認を行い，研究 2  では，自己関連付け教示が，

離人症傾向の程度に関わらず有効であるかどうかを Su i  e t  a l .  ( 20 12 )  で

用いられた課題を使用することで確認する。上記の 2  点について確認を

した後に，研究 3  以降で三つの検討点について明らかにする。研究 3 で

は，一つ目の目的である  ( 1 )  トップダウン認識のフルボディ錯覚への影

響について検討する。また同研究において，二つ目の目的である  ( 2 )  離

人症傾向と仮想身体を自己身体とトップダウンに認識することによるフ

ルボディ錯覚との関連についても検討する。最後に研究 4 では，研究 3

の結果を踏まえた上で，三つ目の目的である  ( 3 )  仮想身体を否定的な身

体症状を呈する自己の身体としてトップダウンに認識することでフルボ

ディ錯覚が阻害されるのかについて検討する。その際，研究 3 で認めら

れた離人症傾向と，仮想身体を自己身体とトップダウンに認識すること

によるフルボディ錯覚との関連が再現されるのかについて確認を行う。  

 

第 2 章  フ ル ボ デ ィ 錯 覚 の 指 標 の 検 討  (研 究 1)  

 

目 的   

本 研 究 を 実 施 す る 実 験 環 境 に お い て フ ル ボ デ ィ 錯 覚 の 生 起 を 測 定 で

きる指標を確認する。検討する錯覚生起指標として，錯覚質問紙，皮膚

電気反応，皮膚温度，ドリフト距離を採用した。錯覚の生起は視覚触覚

刺激が同期して呈示される同期条件と非同期して呈示される非同期条件

とを比較し，二条件間に先行研究と同様の有意な差，すなわち視覚刺激

と触覚刺激の同期呈示による錯覚現象が生じたかどうかを検討する。  



方 法   

参 加 者  男子大学生 21 名  (平均年齢 2 0 . 7  歳，範囲 18― 23 歳 )  が実験

に参加した。本研究では参加者の身体に与える刺激を男性の実験者が行

うため，参加者を実験者と同性である男性に限定した。 これまでのフル

ボディ錯覚の研究では，錯覚の程度に男女間で有意な差がないことが示

されている  (P e t ko va  &  E h r s s on ,  2 008 ;  K i l t e n i  e t  a l . ,  2 013 )。  

 実 験 環 境  VR 環 境を用い て錯覚 手続 き

を行った。錯覚の対象には VR 上で呈示さ

れる仮想身体  (F igu r e  1 )  を使用し，参加者

は背後から仮想身体の背中全体が見える位  

置に立つよう指示された。  

 錯 覚 生 起 指 標  錯覚質問紙では錯覚をどの程度感じたかを 7 件法  ( -

3  :  全く当てはまらない  ―  3 :  よく当てはまる )  により測定した。皮膚

電気反応は視覚触覚刺激呈示後に恐怖刺激  (仮想身体の背中にナイフが

刺さる映像 )  を呈示した際の皮膚電気反応を測定した。皮膚温度は視覚

触覚刺激呈示中の参加者の皮膚温度を測定した。ドリフト 距離では視覚

触覚刺激呈示後に参加者に目を閉じ後ろに歩かせ，目を閉じたまま元の

位置に戻るよう教示した。歩行後，元の位置との距離を測定した。  

 刺 激  錯覚を生起させるため，視覚刺激  (手が仮想身体の背中縦 1 5  c m

を 1 20 秒間上下になでるアニメーション）と触覚刺激  (棒で参加者の背

中縦 15  cm を 120 秒間なでる )  を使用した。  

 条 件  視覚刺激と触覚刺激が同期している同期条件と同期していない

非同期条件を設けた。さらに視覚触覚刺激の呈示後に恐怖刺激を呈示し

皮膚電気反応を測定する皮膚電気反応条件と恐怖刺激を呈示せずドリフ

ト距離を測定するドリフト距離条件を設けた。これは皮膚電気反応の測

F i g u r e  1  

錯 覚 手 続 き を 行 っ た V R 環 境  



定のために使用されるナイフ呈示がドリフト距離に影響することを避け

るためであった。  

 手 続 き  皮膚電気反応条件とドリフト距離条件を 2 回ずつ行い，各条

件で同期条件と非同期条件を 2 回ずつ行った。視覚触覚刺激を呈示した

後，皮膚電気反応条件ではナイフが呈示され，その後錯覚質問紙への回

答を促した。ドリフト距離条件では，視覚触覚刺激呈示後，ドリフト距

離を測定した。最後に錯覚質問紙への回答を促した。  

 

結 果 と 考 察   

分析は測定に不備があった 5 名のデータを除いて行った。各指標にお

いて同期条件と非同期条件との間で対応のある t 検定を実施した。その

際，錯覚が生起した場合に各指標で認められる差の方向については先行

研究で明らかとなっているため  (P e t ko va  & E h r s son ,  2 008 ;  L e ngg enh ag e r  

e t  a l . ,  200 9 ;  Sa lo m on  e t  a l . ,  2 01 3 )  片側検定とした。その結果，錯覚質問

紙と皮膚電気反応に有意な差が認められ，同期条件において非同期条件

よりも高い値を示した  (錯覚質問紙 :  t (1 5 )  =  3 .4 1 ,  p  <  . 0 1 ,  d  =  0 .5 0 ,  F ig u r e  

2 A ;  皮膚電気反応 :  t (15 )  =  1 .78 ,  p  <  . 05 ,  d  =  0 . 24 ,  F igu r e  2B )。このことか

ら，本実験環境における錯覚生起指標には錯覚質問紙と皮膚電気反応が

適していることが確認された。  

F i g u r e  2  

同 期 非 同 期 条 件 の 錯 覚 質 問 紙 得 点  ( A ) ,  及 び 皮 膚 電 気 反 応  ( B )  ( * * p  <  . 0 1 ,  * p  

<  . 0 5 ,  片 側 検 定 ,  エ ラ ー バ ー は 標 準 誤 差 )  



第 3 章  対 象 物 へ の 自 己 関 連 付 け と 離 人 症 傾 向 の 程 度 と の 関 連 の 検 討  

(研 究 2)  

 

目 的   

対 象 物 へ の 自 己 関 連 付 け の 操 作 が 離 人 症 傾 向 の 程 度 に 関 係 な く 有 効

であるかについて確認する。自己関連付け操作の効果は Su i  e t  a l .  ( 2 012 )  

で使用されていたマッチング課題で現れる自己優先効果を指標とする。  

 

方 法   

参 加 者  クラウドソーシングサービスにて募集した，実験参加者 60 名

の内，データに不備があった 8 名を除いた 5 2 名  (男性 2 1 名，女性 31

名，平均年齢 3 2 歳，範囲 2 0― 39 歳 )  のデータを用いた。  

 離 人 測 定 質 問 紙  日 本 語版 C am b r id ge  D epe r so na l i z a t ion  Sc a le  ( C D S ;  

田辺 ,  200 4 )  を用いた。 C D S は離人症において報告される体験項目 29 項

目で構成される。頻度  ( 0 :  全くない― 4 :  いつも )  の 5 件法＋持続期間  

( 1 :  数秒間― 6 :  一週間以上 )  の 6 件法の合計得点を算出し，得点が高い

ほど離人症の可能性が強いことを示す。本研究では持続期間に『 0 :  「全

くない」ので答えられない』を追加した 7 件法を使用した。 C D S は健常

者に対するスクリーニングの手段の一つとして有効であることが示され

ていることから  (S u g i u r a  e t  a l . ,  200 9 )，本研究における健常参加者にお

いても，C D S 得点を離人症傾向の指標として扱う。本研究の参加者の平

均 C D S 得点は 2 6 . 96 点  (SD  =  1 8 . 70 )，範囲は 2― 71 点であった。  

実 験 課 題  Su i  e t  a l .  ( 20 12 )  のマッチング課題を用いた。刺激には図形

(●， ▲， ■)  と社会的ラベル  (自己，親友，他者 )  を用いた。この課題は

教示段階と判断段階に分けられる。教示段階では参加者に図形とラベル  



の組み合わせを覚えることを求めた。こ

れ ら の 組 み 合 わ せ は 参 加 者 ご と に ラ ン

ダムに変更した。次に判断段階では，初

めに凝視点が 5 00  m s 間呈示され，その

後，図形とラベルの組み合わせが 10 0  m s

間呈示された。組み合わせが学習段階で  

呈示された組み合わせと一致する場合には，キーボードの J キーを，不

一致である場合には F キーをなるべく早く正確に押すことを求めた。そ

の後，判断に応じ「正解」または「不正解」というフィードバックを画

面上に 5 00  m s 間呈示した  ( F igu re  3 )。参加者は全 144 試行実施した。  

 手 続 き  マッチング課題を行った後，  C D S への回答を求めた。  

 

結 果 と 考 察   

ま ず 自 己 優 先 効 果 が 現 れ て い る か を 確 認 す

るため，反応時間と弁別力の両方で一元配置反

復測定分散分析と H ol m 法による多重比較を行

った。その結果，どちらの指標においてもラベ

ルの主効果が認められ，自己条件において他者

条 件 よ り も 有 意 に 早 く  ( t ( 51 )  =  -8 .64 ,  p  a d j  

<  . 00 1 ,  d  =  -0 .9 3 ,  F i gu re  4A )，弁別力が高かった  

( t ( 51 )  =  4 . 76 ,  p  ad j  <  . 001 ,  d  =  0 . 78 ,  F igu r e  4B )。

このことから，参加者全体で自己優先効果の生

起が確認された。  

F i g u r e  4  

各 条 件 に お け る 反 応 時

間 ( A ) ， 及 び 弁 別 力 ( B )  

( * * *  p  <  . 0 0 1 ,  * *  p  <  . 0 1，

エ ラ ー バ ー は 標 準 誤 差 )  

F i g u r e  3  

マ ッ チ ン グ 課 題  ( 判 断 段 階 )  の

一 試 行 の 流 れ  



続いて研究 2 の目的である，離人症傾向の程度と自己優先効果との関

連を検討した。自己優先効果の指標として，自己条件と他者条件の反応

時間と弁別力の差分を用いた。各指標と C D S 得点との間において，スピ

アマンの順位相関分析を行った  (統制変数 :  年齢 )。その結果，どちらの

指標にも有意な相関は認められなかった  (反応時間， rh o  =  . 14 ,  p  =  . 3 3 ,  

F i gu re  5A ;  弁別力， rho  =  . 1 7 ,  p  =  . 2 3 ,  F i gu r e  5B )。  

 

これらの結果から離人症傾向の程度に関わらず，教示による対象物へ

の自己関連付け操作は有効であると考えられる。  

 

第 4 章  ト ッ プ ダ ウ ン 認 識 が フ ル ボ デ ィ 錯 覚 に 与 え る 影 響 ， 及 び  

離 人 症 傾 向 と フ ル ボ デ ィ 錯 覚 と の 関 連 の 検 討  

(研 究 3)  

 

目 的  

 本研究の一つ目の目的である， ( 1 )  トップダウン認識がフルボディ錯

覚に影響するかについて，フルボディ錯覚手続きにトップダウン認識の

操作を組み込むことで検討する。 Tsa k i r i s  &  H agg a rd  ( 200 5 )  より，トッ

プダウンに自己と関連付けた際に他者と関連付けた時よりも錯覚生起量

F i g u r e  5  

自 己 条 件 と 他 者 条 件 に お け る 反 応 時 間 の 差 分 と C D S 得 点 と の 散 布 図  ( A )   

及 び 弁 別 力 の 差 分 と C D S 得 点 と の 散 布 図  ( B )  



が大きくなると予測される。また併せて二つ目の目的である， (2 )  離人

症傾向と仮想身体を自己身体とトップダウンに認識することによるフル

ボディ錯覚との関連についても検討する。 H un t e r  e t  a l .  ( 2 003 )  より，離

人症傾向の程度が高い人ほどトップダウンに自己と関連付けた際に錯覚

生起量が小さいことが予測される。  

 

方 法  

参 加 者  男子大学生 31 名の内，データの不備があった 4 名を除いた

27 名  (平均年齢 2 1 . 3 歳，範囲 18― 25 歳 )  を分析対象とした。  

離 人 質 問 紙  日本語版 C D S (田辺 ,  20 04 )  を使用した。本研究の参加者

の平均 C D S 得点は 4 7 .00 点  (SD  =  25 . 36 )，範囲は 10― 9 8 点であった。  

錯 覚 生 起 指 標  錯覚質問紙と皮膚電気反応を用いた。しかし，本研究

で用いる教示の内容  (例 :  目の前の仮想身体を自分の身体だと思ってく

ださい )  が錯覚質問紙における要求特性を促してしまう可能性があった

ため，主に皮膚電気反応を錯覚生起指標とした。  

刺 激  視覚刺激と触覚刺激の呈示時間を 120 秒から 90 秒に変更した

他は，全て研究 1 と同様であった。研究 1 から呈示時間を短縮したのは，

研究 1 よりも実験条件数が増えたことで実験全体の時間が長くなり，参

加者の負担が大きくなることが予想されたためである。刺激呈示時間に

よる錯覚生起の変化は 8 7 秒で安定することが報告されていることから  

(F in o t t i  e t  a l . ,  20 23 )，呈示時間を短縮しても，錯覚の生起を観察可能で

あると判断した。  

条 件  研究 1 と同様に視覚触覚刺激の同期条件と非同期条件を設けた。

またトップダウンの影響の確認のために，トップダウン教示を行わない

関連無し条件，仮想身体を自己と関連付けさせる自己関連条件  (目の前



の仮想身体を自分の身体だと思ってくださいと教示 )，他者と関連付けさ

せる他者関連条件  (目の前の仮想身体を知らない人の身体だと思ってく

ださいと教示 )  を設けた。  

手 続 き  関 連 無 し 条 件 の 前 に 自 己 関 連 や 他 者 関 連 条 件 を 実 施 す る こ

とで，教示の効果が関連なし条件に持ち越されることを避けるために，

全ての参加者で関連無し条件を初めに実施した。その後の自己関連条件

と他者関連条件の実施順序は参加者間でカウンターバランスをとった。

各関連条件において同期条件と非同期条件を 2 回ずつ行った。  

 

結 果 と 考 察   

錯覚の生起を確認するため，各関連条件に

お け る 同 期 条 件 と 非 同 期 条 件 の 皮 膚 電 気 反

応を比較した。その結果，自己関連条件にお

いて有意な差が認められ，同期条件の方で高

い皮膚電気反応が生起していたが  (Z   =   3 . 11 ,  

p   <   . 0 1 ,  r  =  . 4 2 ;  F ig u r e  6 )，関連無し条件と他

者 関 連 条 件 で は 有 意 な 差 は 認 め ら れ な か っ

た  (p s  >  . 05 ;  F igu r e  6 )。  

(1 )  ト ッ プ ダ ウ ン 認 識 が フ ル ボ デ ィ 錯 覚

に影響しているかを検討するため，自己関

連条件と他者関連条件の錯覚生起量  (同期

条件 -非 同期 条件 )  を比 較し た。 その 結 果，

自己関連条件と他者関連条件との間で有意

な差が認められ，自己関連条件の方で錯覚  

  

F i g u r e  6  
各 関 連 条 件 に お け る 同 期 非
同 期 条 件 の 皮 膚 電 気 反 応  
( * * p  <  . 0 1 ,  エ ラ ー バ ー は 標
準 誤 差 )  

F i g u r e  7  
自 己 関 連 条 件 と 他 者 関 連 条 件
に お け る 皮 膚 電 気 反 応 の 同 期
と 非 同 期 の 差 分 ( * * p  <  . 0 1 ,  エ
ラ ー バ ー は 標 準 誤 差 )  



生起量が高かった  ( Z   =   2 . 80 ,  p   <   . 0 1 ,  r  =  . 3 8 ;  F ig u re  7 )。この結果はフル

ボディ錯覚に仮想身体へのトップダウン認識が影響していることを示す

ものである。  

(2 )  離 人 症傾 向 と仮 想身 体 を 自己 身 体と トッ プ ダ ウン に 認識 する こ

とによるフルボディ錯覚との関連について検討するため， C D S 得点と

各関連条件における錯覚生起量との間でスピアマンの順位相関分析を

行った。その際，関連無し条件における同期条件と非同期条件の皮膚電

気反応の平均値と年齢を統制変数として用いた。これは，離人症の先行

研究から，皮膚電気反応の個人差は，錯覚の生起とは無関係に，離人症

傾向の程度の個人差を反映している可能性が示唆されて いるためであ

る  (M i cha l  e t  a l . ,  20 1 3 ;  H o rn  e t  a l . ,  202 0 )。実際に，関連無し条件の同期

条件と非同期条件の皮膚電気反応の平均値と離人症傾向の程度との間

に有意な正の相関が認められている  ( rh o  =  . 48 ,  p  <  . 0 5 ;  統制変数 :  年

齢 )。C D S と錯覚生起量の順位相関分析の結果，自己関連条件において，

離 人 症 傾 向 の 程 度 と の 間 に 有 意 な 負 の 相 関 が 認 め ら れ た  ( rho   =   − .4 2 ,  

p   =   . 0 4 ;  F i gu re  8 B )。一方で関連無し条件と他者関連条件では有意な相

関は認められなかった  (関連無し条件 ,  rho  =  . 08 ,  p  =  .70 ;  他者関連条

件 ,  rho  =  . 07 ,  p  =  . 7 4 ;  F i gu re  8A ,  C )。このことは，離人症傾向が高い者

ほど，仮想身体を自分の身体とトップダウンに認識した場合にフルボ

ディ錯覚が生起しないことを示している。  

F i g u r e  8  
各 関 連 条 件 に お け る 同 期 非 同 期 条 件 の 皮 膚 電 気 反 応 の 差 分 と C D S 得 点 と の 散
布 図  



自 己 関 連 条 件 に お け る 錯 覚 生 起 量 と 離 人 症 傾 向 と の 関 連 に つ い て ，

H unt e r  e t  a l .  ( 20 03 )  の仮説を踏まえると，離人症傾向の程度が高い人ほ

ど身体症状を呈する自己身体への否定的な認識を有しており，仮想身体

を自己身体とトップダウンに認識することで，仮想身体も否定的な対象

として認識され，錯覚の生起が阻害された可能性が考えられる。しかし，

研究 3 の自己関連条件では仮想身体を自分の身体と思うように教示して

おり，その教示に否定的な認識という要因は含まれていない 。そのため，

仮想身体を否定的な身体症状を呈する自己身体とトップダウンに認識す

ることがフルボディ錯覚に影響するのかは不明である。そこで研究 4 に

て仮想身体を否定的な身体症状を呈する自己身体としてトップダウンに

認識する教示を実験手続きに組み込むことで，その可能性について検討

する。  

 

第 5 章  否 定 的 な ト ッ プ ダ ウ ン 認 識 が  

フ ル ボ デ ィ 錯 覚 に 与 え る 影 響 の 検 討  (研 究 4)  

 

目 的   

研究 4 では三つ目の目的である， (3 )  仮想身体をトップダウンに否定

的な身体症状を呈する自己身体とトップダウンに認識することでフルボ

ディ錯覚が阻害されるのかを検討する。 H unt e r  e t  a l .  ( 2 00 3 )  や研究 3 の

離人症傾向の程度と自己関連条件における錯覚生起量との負の相関関係

から，仮想身体を自己身体と関連づけた際の錯覚生起量よりも，否定的

な身体症状を呈する自己身体と関連付けた際の錯覚生起量が小さいこと

が予測される。  

さらに本研究では，研究 3 で認められた離人症傾向と仮想身体を自己



身体とトップダウンに認識することによるフルボディ錯覚との関連が再

現されるのかについて確認するため，各関連条件における錯覚生起量と

離人症傾向との相関関係を検討する。研究 3 より，離人症傾向の程度と

自己関連条件における錯覚生起量との間には負の相関関係が 認められる

ことが予測される。また否定的自己関連条件では，仮想身体を否定的な

身体症状を呈する自己身体とトップダウンに認識することにより，離人

の程度に関わらず錯覚生起量が小さいことで有意な相関関係が認められ

ないことが予測される。  

 

方 法  

参 加 者  男子大学生 32 名の内，データの不備があった 5 名を除いた

27 名  (平均年齢 2 1 . 9 歳，範囲 18― 26 歳 )  を分析対象とした。  

離 人 質 問 紙  日本語版 C D S (田辺 ,  20 04 )  を使用した。本研究の参加者

の平均 C D S 得点は 4 0 .59 点  (SD  =  2 0 . 37 )，範囲は 7― 10 2 点であった。  

錯 覚 生 起 指 標  錯覚質問紙と皮膚電気反応を用いたが，研究 3 と同様

の理由から，主に皮膚電気反応を錯覚生起指標とした。  

刺 激  研究 3 と同様であった。  

条 件  研究 1 及び研究 3 と同様に視覚触覚刺激の同期条件と非同期条

件を設けた。またトップダウンに仮想身体と自己身体とを関連付けさせ

るために，研究 3 と同様に仮想身体を自己身体と関連付けさせる自己関

連条件  (目の前の仮想身体を自分の身体だと思ってくださいと教示 )  と

否定的な身体状態にある自己身体と関連付けさせる否定的自己関連条件  

(目の前の仮想身体をお腹が痛い時の自分の身体だと思ってくださいと

教示 )  を設けた。また離人症傾向の程度と関連する錯覚と関係のない皮

膚電気反応を統制するために，トップダウン教示を行わない関連無し条



件も設けた。  

手 続 き  研究 3 と同様に，全ての参加者で関連無し条件を初めに実施

した。その後の自己関連条件と否定的自己関連条件の実施順序は参加者

間でカウンターバランスをとった。各関連条件において同期条件と非同

期条件を 2 回ずつ行った。  

 

結 果 と 考 察   

まず錯覚生起の確認のため，各関連条件

に お け る 同 期 条 件 と 非 同 期 条 件 の 皮 膚 電

気反応を比較した。その結果，関連無し条

件 と 自 己 関 連 条 件 に お い て 同 期 条 件 と 非

同期条件で有意な差が認められ，同期条件

の 方 で 高 い 皮 膚 電 気 反 応 が 認 め ら れ た  

(関連無し条件： Z   =   2 . 4 4 ,  p   =   . 02 ,  r  =  . 33；  

自己関連条件：  Z   =   2 . 1 3 ,  p   =   . 0 3 ,  r  =  . 29 ;  F i gu re  9 )，否定的自己関連条件

では有意な差は認められなかった  (p  >  . 05 )。  

(3 )  仮 想 身 体 を 否 定 的 な 身 体 症 状 を 呈 す

る自己身体とトップダウンに認識すること

がフルボディ錯覚に影響しているかを確認

するため，自己関連条件と否定的自己関連

条 件 の 錯 覚 生 起 量  (同 期 条 件 -非 同 期 条 件 )  

を比較した。その結果，自己関連条件と否

定的自己関連条件との間で有意な差が認め

られ，自己関連条件の方で錯覚生起量が大  

きかった  (Z   =   2 . 16 ,  p   =   . 0 3 ,  r  =  . 2 9 ;  F ig u r e  10 )。この結果は仮想身体を否

F i g u r e  9  

各 関 連 条 件 に お け る 同 期 非 同

期 条 件 の 皮 膚 電 気 反 応  ( * p  

<  . 0 5 ,  エ ラ ー バ ー は 標 準 誤 差 )  

 

F i g u r e  1 0  
自 己 関 連 ， 否 定 的 自 己 関 連 条
件 に お け る 同 期 非 同 期 条 件 の
皮 膚 電 気 反 応 の 差 分  ( * p  
<  . 0 5 ,  エ ラ ー バ ー は 標 準 誤 差 )  
 



定的な症状を呈する自己身体とトップダウンに認識することによってフ

ルボディ錯覚が阻害されたと解釈できる。  

最後に研究 3 で見られた離人症傾向の程度と自己関連条件における錯

覚生起量との負の相関関係が研究 4 でも認められるかを確認した。 C D S

得点と各関連条件における錯覚生起量との間でスピアマンの順位相関分

析を行った。その際，研究 3 と同様に，関連無し条件における同期条件

と非同期条件の皮膚電気反応の平均と年齢を統制変数として用いた。 ま

た研究 3 より，自己関連条件における錯覚生起量については，離人症傾

向の程度との間に負の相関が予測されたため，片側検定で実施した。 そ

の結果，いずれの関連条件においても，離人症傾向の程度との間に有意

な相関は認められなかった  (関連無し条件 ,  rho  =  - . 1 4 ,  p  =  . 5 1 ;  自己関連

条件 ,  rho  =  - . 02 ,  p  = . 46 ,  片側検定 ;  否定的自己関連条件 ,  rho  =  - . 13 ,  p  

=  . 5 2 ;  F i gu re  11 )。  

 

研究 4 では研究 3 において認められた自己関連条件における錯覚生起

量 と 離 人 症 傾 向 の 程 度 と の 負 の 相 関 関 係 が 認 め ら れ な か っ た  (F ig u r e  

11B )。その原因として，否定的自己関連条件の後に自己関連条件を実施

した参加者において，否定的な自己身体認識の影響が持ち越されてしま

っていたことが影響した可能性が考えられる。そこで， 自己関連条件か

F i g u r e  11  

各 関 連 条 件 に お け る 同 期 非 同 期 条 件 の 皮 膚 電 気 反 応 の 差 分 と C D S 得 点 と の  

散 布 図  



ら実施した群と否定的自己関連条件から実施した群とで分けて，離人症

傾向の程度との相関を分析したところ，自己関連条件から実施した群に

おいて有意な負の相関が認められ  ( rho  =  - . 52 ,  p  =  . 049 ,  片側検定 ;  F ig u re  

1 2A )，否定的自己関連条件から実施した群では有意な相関は 認められな

かった  ( rho  =  . 4 0 ,  p  =  . 39 ,  片側検定 ;  F i gu r e  1 2B )。このことから，研究

3 と研究 4 の結果の不一致は，否定的自己関連条件の影響がその後の自

己関連条件に持ち越され，自己関連条件でも否定的な自己身体の認識に

近いトップダウン認識になってしまったことが原因であると考えられる。 

 

また否定的自己関連条件における離人症傾向の程度と錯覚生起量との

間には有意な相関は認められなかった  ( F i gu re  11C )。これは離人症傾向

の程度に関わらず，仮想身体を否定的な身体症状を呈する自己身体とト

ップダウンに認識することで， フルボディ錯覚が生起しなかったことを

反映していると考えられる。  

一方で，F ig u re  1 0  の結果は否定的なトップダウン認識以外の要因から

解釈することもできる。それは現在の自己身体と仮想身体との身体状態

の違いが影響した可能性である。仮想身体をお腹が痛い状態の自分の身

体と思うよう教示していたが，現在の自己身体はそのような状態ではな

F i g u r e  1 2  

自 己 関 連 条 件 か ら 実 施 し た 群 に お け る 自 己 関 連 条 件 時 の 皮 膚 電 気 反 応 の 差 分

と C D S 得 点 と の 散 布 図  ( A )  と 否 定 的 自 己 関 連 条 件 か ら 実 施 し た 群 に お け る 自

己 関 連 条 件 時 の 皮 膚 電 気 反 応 の 差 分 と C D S 得 点 と の 散 布 図  ( B )  



いため，仮想身体を自己身体と解釈しにくくなったことで，錯覚の生起

の阻害に繋がった可能性も考えられる。  

研究 4  における結果の解釈をまとめると以下の通りである。仮想身体

を否定的な身体症状を呈する自己身体とトップダウンに認識させる手続

きを行った際に錯覚生起量が小さかった。しかしながら，その結果は否

定的な認識が錯覚の生起を阻害したのか，仮想身体と自己身体との状態

の不一致の認識が阻害したのかまでは明らかとはならなかった。そこで

今後は否定的な認識が錯覚の生起を阻害するのかについて検討するため，

仮想身体を否定的な身体症状を呈する自己身体としてトップダウンに認

識する条件だけでなく，別の身体状態  (例えば肯定的な状態にある自己

身体 )  と認識させる条件も設けて検討を行う必要がある。  

 

第 6 章  総 合 考 察  

 

第 1 節  本 研 究 の 成 果 と 意 義  

 本研究の目的は仮想身体へのトップダウン認識を操作し，身体錯覚の

生起を検討することで，トップダウン認識がフルボディ錯覚に与える影

響を明らかにすることであった。具体的には， (1 )  フルボディ錯覚にト

ップダウン認識が影響するのか， ( 2 )  離人症傾向と仮想身体を自己身体

とトップダウンに認識することによるフルボディ錯覚が関連しているの

か， ( 3 )  仮想身体を否定的な身体症状を呈する自己の身体としてトップ

ダウンに認識することでフルボディ錯覚が阻害されるのか，といった三

つの検討点について明らかにした。研究 3 において， ( 1 )  仮想身体への

トップダウンによる自己身体認識が錯覚生起量に影響することを明らか

にし，また研究 4 において， ( 3 )  仮想身体を否定的な身体症状を呈する



自己身体とトップダウンに認識することが錯覚の生起を阻害させること

を明らかにした。これらのことから，仮想身体に対するトップダウン認

識がフルボディ錯覚に影響することが示された。  

 また研究 3 では， ( 2 )  離人症傾向が高い人ほど，仮想身体を自己身体

であると認識した場合に，錯覚生起量が小さいことも明らかとなった。

このことは離人症傾向とトップダウン認識によるフルボディ錯覚が関連

していることを示している。  

 本研究の成果と意義をまとめると以下の通りである。これまで対象物

への認識といったトップダウン要因が身体錯覚現象へ与える影響につい

ては結果からの解釈に留まっていた。本研究では，仮想身体へのトップ

ダウン認識の操作を実験手続きに組み込むことで，トップダウン要因も

またフルボディ錯覚の生起に影響することを明らかにした。さらに教示

によって仮想身体を自己身体とトップダウンに認識をしていても，その

身体に否定的な認識を抱かせることでフルボディ錯覚が生起しにくくな

ることが明らかとなった。実際に自己身体への否定的な認識が錯覚の生

起を阻害させたのかについては今後の検討が求められるが，トップダウ

ン認識の操作によって錯覚生起量に違いが認められた本研究の知見は身

体所有感の生起プロセスの理解に寄与するものである。  

ま た 本 研 究 で は 離 人 症 傾 向 と 仮 想 身 体 を 自 己 身 体 と ト ッ プ ダ ウ ン に

認識することによるフルボディ錯覚が関連していることを示した。さら

に，教示によって否定的な自己身体認識を抱かせた際にフルボディ錯覚

を阻害させることも示した。先行研究と同様に，身体錯覚現象の生起プ

ロセスの検討を通して，自己身体の所有感の生起プロセスへの示唆が得

られるものと捉えると  (C o s tan t i n i ,  201 4 ;  横澤他 ,  202 0 )，離人症者の自

己身体の所有感の欠如に否定的な自己身体認識が関連していることを，



身体錯覚現象を用いた量的なアプローチから示唆することができたとい

える。  

第 2 節  今 後 の 課 題  

 今後の課題は以下の三点が挙げられる。第一に，研究 3 において，仮

想身体を自己身体とトップダウンに認識させた際に，離人の程度が高い

ほど錯覚生起量が小さい理由を，本研究では離人傾向者における自己身

体への否定的な認識によるものと解釈して検討を進めたが，他の要因 か

ら解釈することも可能である。例えば，離人の程度が高い人ほど，自己

の身体が一つであるという認識よりも，二つの自己の身体が存在しうる

という認識になっていたことが研究 3 の結果に反映されていた可能性が

考えられる。高離人症傾向者は離人症状の体験から，本実験環境のよう

な観察者である自己と目の前の自己という二つの自己が存在することに

違和感を覚えにくい可能性がある。そのため，二つに分離された自己が

存在するという状態を受け入れることで，目の前の偽の身体を一つの自

分の身体として統合するプロセスが生起しにくくなり，錯覚が生じにく

くなったことが考えられる。一方で低離人症傾向者は自己の身体は一つ

であるという認識を有しているため，目の前にも自分の身体があるとい

う状況に違和感を覚え，その解消のために観察者である自己を目の前の

身体に統合しようとすることで錯覚が生起したと考えられる。このよう

な可能性についても検討を重ねることで，本研究で示された離人の程度

とフルボディ錯覚の関連の背景にあるメカニズムを明らかにすることが

できると考えられる。  

第二に，研究 4 における考察でも触れたように，教示により仮想身体

を否定的な自己とトップダウンに認識させた際のフルボディ錯覚の阻害

が，否定的な認識によるものなのか，仮想身体と自己身体との状態の不



一致の認識によるものなのかまでは明らかとはならなかった。そこで今

後は否定的な認識が錯覚の生起を阻害するのかについて検討するため，

仮想身体を否定的な身体症状を呈する自己身体としてトップダウンに認

識する条件だけでなく，別の身体状態  例えば肯定的な状態にある自己身

体 )  と認識させる条件も設けて検討を行う必要がある。  

 第三に，本研究では，離人症と診断された個人は含まれておらず，離

人症者の自己身体の所有感の欠如に身体症状を呈する自己身体を否定的

な対象としてトップダウンに認識することが関連しているかについては

明らかになっていない。離人症者の自己身体の所有感の欠如に自己身体

をトップダウンに否定的な対象として認識することとの関連を明らかに

するためには，今後離人症と診断された個人を対象とした検討が必要で

ある。  
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